
合併症
CKD総合
知識・知恵

CKDが引き起こす貧血［おもて］

貧血のしくみ
貧血とは、血液の“酸素を運ぶ力”が足りなくなることです。

貧血は、赤血球が作られる量が、失う量を下回ってしまうことで起こります。

骨髄で赤血球が作られる量が
減少する 赤血球が正常な寿命を

迎える前に破壊される（溶血）
出血が原因で赤血球を
喪失する（出血）

赤血球が壊れる 赤血球を失う

普通の血液 貧血の状態 体への影響
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※赤血球の寿命は約120日
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腎臓が弱ることによって引き起こされる貧血は

ゆっくり進むので、症状をはっきりと
感じにくいことが多いんだよ。

赤血球の中の、鉄を含んだ
赤いたんぱく質ヘモグロビン

（Hb）が酸素を体中に運びます。

赤血球やヘモグロビンが減ると、
酸素を十分に運べなくなります

動悸、息切れ、顔色不良、疲労感
などが現れます。

酸素たっぷり　 酸素が足りない　 さまざまな症状　O2

O2

仲間が少なくて
あまり酸素が
運べないよ。
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CKDが引き起こす貧血
慢性腎臓病（CKD）が原因の貧血になると、腎臓がさらに弱ったり、
心臓・血管への負担が増え、心不全などのリスクを高めます。

腎性貧血以外の貧血の可能性もあります
慢性腎臓病（CKD）にともなう貧血は腎性貧血である可能性が高
いものの、鉄分の不足や胃や腸などからの出血など、他の原因で貧
血を引き起こしていることもあります。
原因が何であれ、貧血の症状そのものが負担ですし、心筋梗塞、
心不全、脳卒中などのリスクも高め、CKDそのものも悪化させます。

貧血の治療は、QOL（生活の質）を改善すると言われています。

慢性腎臓病

機能が
低下する

酸素不足

心臓・血管への負担が
増えて心臓が弱る

赤血球を作るホルモン
エリスロポエチン（EPO）

の分泌が減る

赤血球が増えない

腎性貧血

EPO

わたしがいないと
赤血球を作れない !

貧血の
治療

腎臓
心臓

EPO

材料の鉄が足りないと、赤血球を
うまく作れないんだ。

鉄分をしっかり補ってくれれば、
わたしがもっとよく働けるよ!

おくすり
造血ホルモン
づくりを
促す飲み薬

おくすり
鉄剤

ホルモンを
補う注射

Fe

第1版（2026.1）

監修 長澤 将 東北大学病院　腎高血圧内分泌科　講師

大武 陽一 たけお内科クリニック　からだと心の診療所　院長

患者と医療者がつくった腎臓病とのつきあい方ガイド

一般社団法人ピーペック運営

https://www.jinlab.jp/withkidney/
https://ppecc.jp/

with Kidneyプロジェクト
みんなでつくろう、これからの医療

https://jinlab.jp/
腎臓病に関わる人の幸せのための

腎臓病情報サイト「じんラボ」制作


